
2 あいぼう会活動報告

あいぼう会会長 正木和日月

1 .設立経緯

地震防災コンソシアムフロジェクトの目的は、この地域に立地する企業の防災力を向上させることであり、

そのための仕組みづくりとして、企業防災ネットワーク「地震に強いものづくり地域の会」が設立された。通称

である「あいぼう会」の名称は「相棒会」、「愛知防災の会」、「愛知工業大学地域防災研究センターの会」などの

意味老込めて命名された。ちなみに、三重県には類似の組織である「きぼう会」があいぼう会に先立つて設立さ

れている。

平成 18年 12月 11日、愛知工業大学愛和会館において発足式が挙行され、学長の祝辞に引き続き、趣旨説明、

会則の承認、運営委員の紹介がなされた。

2. 自的と活動目標

あいぼう会の目的は、「この会は、企業の災害に対する被害の軽減、復旧の迅速化を目指すことを目的として、

会員が、災害に関する知識の修得や会員相互の交流・切薩琢磨@協力を行うことによって、企業防災、ひいては

地域防災力の向上に結びつく活動を行う」となっている。

具体的活動目標として以下の項目を掲げている。

@講師を招いたセミナー・見学会の開催

・企業防災情報の集積と発言を担うホームページサイトの活用

。参加企業間での防災力向上に係る情報交換

@災害時の企業間協力体制の確立

-発災時の企業協力体による地域支援方法の検討・支援体制の確立

ー企業防災に関する最新の研究@技術開発に関する大学との連携

-大学での防災を担う人材育成への協力

3.組織構成

あいぼう会は以下の会員によって構成されている。図 lにあいぼう会組織図を示す。

0一般会員:三河尾張地域事業所在持つ企業、自治体、 NPOなど、企業防災に関心を持つ個人、法人

O特別会員:愛知工業大学地震防災端末 (Ai-S Y S T E M)を導入している企業

0一般参加者:全体活動で開催されるセミナーなどに参加する個人、企業

Oアドバイザー:運営委員会に参加しアドバイスをいただく自治体防災担当者

0専門委員:専門的意見をいただし(社)中部経済連合会、中部電力(株)、東邦ガス麻)の防災担当者

。愛知工業大学産学連携推進事業「地震防災コンソシアム」に参加する企業 (3社)

構成人数は一般会員 19名、特別会員 18名、その他(アドバイザー・専門委員。事務局)9名(合計 48名)
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また、運営組織として以下の委員を置く。

O会長、副会長

O運営委員会:会の活動方針、計画策定な

どの企画運営を行う。

0事務局:愛知工業大学地域防災研究セン

ター内に置く。

4。活動形態

以下の 5つの会がそれぞれ連携して活動

を推進している。

0例会(総会) 年に l度開催。会全体の活

動方針、年間計画の承認を行う。

0運営委員会 月に 1回開催。運営方針、

入会者承認、分科会の報告承認を行う。

0全体会 年 3回開催。分科会の報
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告を受け、分科会相互の情報の共有を図る。

O勉強会。視察会年 2回程度開催。セミ

ナ一、施設見学などを行う。
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図1 あいぼ、う会組織図

5.平成 19年度活動報告

あいぼう会の平成 19年度全体活動実績を表 lに示す。分科会、運営委員会は月 l度、同じ日に時間をずらし

て開催された。例会、全体会、勉強会@視察会も分科会開催と同日に時間をずらして開催された。

表 l 平成 19年度全体活動実績一覧
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(1)例会

平成 19年 5月 23日15:00~ 16:45，愛知工ム業大学八草キャンパス階段教室で、セミナーに引き続き総会が

開催された。セミナーの講師は以下の方にお願いをした。

講師 NPO愛知ネット代表天野竹行氏

「事例を交えた企業防災におけるシナリオストーリー」

講師愛知工業大学都市環境学科教授建部謙治氏

「企業防災力とは(中越地震の実際より学ぶ)J

(2)勉強会 a 視察会

. 19年9月26日、この地域のインフラ系の防災対策施設勉強

のため、中部電力松ケ枝変電所を視察し、管理体制、配電シ

ステムなどを見学した。

. 19年 11月 20日、中越地震で被災した企業関係者2名によ

る勉強会を開催した。

講師 ヒムエレクトロニクス(側代表取締役丸山玄時氏

「災害による事業転換と事業継続~企業経営者の視点から~J

講師ユキワ精工憾)取締役総務部長篠田正信氏

「企業防災力とは? (中越地震発生時の社内対応と事業復旧)J 写真 l 中越地震被災企業勉強会

(3)分科会

O企業防災ビギナ一分科会

地震防災を行うにあたり具体的に何から手をつけてよいか、その初歩的段階での問題を検討した。各メンバー

の直面する課題、その解決に向けて知恵を出し合い、具体的解決方法を話し合った。例えば、ある企業の設備固

定道具が市販されておらず困っているとの報告に対し、別の企業から生産部品の一部が提供され、これを活用し

て簡単且つ強靭に固定できる道具が試作された。また、話し合いにより得られた知識を元に自社の防災対策を実

践した事例研究が報告された。

分科会参加の 10企業に対して「企業が最も今後望むこと」のアンケートを実施した結果を表 2に示す。複数

回答では物的対策が一番多いが、 1番重要視するもの一つを選択した場合はマニュアル作りが一番多かった。

表2 アンケート「企業がもっとも今後に望むこと」に対する回答結果

回答枝 複数回答 一つ回答

1. 減災対策方法の習得 7 3 

2. BCP (事業継続計画)策定の習得 6 3 

3. 地震に関する情報の習得(最新の地震研究情報) 5 。
4. 発表アイァイム (EX:パワーポイント等々)の習得 2 。
5. 備蓄品管理の PC管理方法の習得。特に、非常食についての管理 4 。
6. 最新地震対策GOODS情報。ハイァクからローァクまで 7 。
7. 物的対策の習得 10 。
8. 人的訓練の習得 7 。
9 防災対策に係わる金銭面、情報面等の情報交換 4 。
10. 各種マニュアノレ作り 9 4 
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0使える防災マニュアル分科会

二つのグループに分かれて活動した。

1 実践的な防災訓練検討グループ

多くの場合、企業が実施している防災訓練

は実際の災害時に役立たないとの認識から、

実際に役立つ訓練、防災マニュアルについて

検討した。各社の防災活動において地震発生

時に「うまくいくかな ?J と心配される部分

を持ち寄り、整理した結果を表 3に示す。

②従業員の安否確認グループ

表 3 防災活動において地震発生時の心配点の整理結果

課題(不安なところ) 原因 改斉の視点

NI 傑間 休 μでの本部立上げ、民能開始 l 要10¥を録を特定加古主凋成に剖り{寸itる 立忠良の多能L化

害 | 夜勤は班長以トで宗務剖7 ため、述}J者も指名される 多能てが対応できろマニュ7ル作りと

花王1 I ・徒歩集合訓l抑では全日匁合{こ2時1問要 i 要J，が多能工化していない訓l恨実路

t官賞

立 | 多くの被災情報lこ、珂れなく 手遅れ| ・収集 I~r限の川別ができていない | 赤黄、育、ラベル削除の凶段附居別

上|ない指示ができろかり混乱しい、か。

17' 

illl 緊えd也浪速報が鳴った時、臼分の刊誌[ 逃避行動によって、命が助かったり住| 守怨定度度に対し、職桜の具体的な被災

1匪 |場で座り込んでいるだけの帆場がある。 I我合しなくて寸むという実感が乏しい。 1恕定を実施し A出盛i号所を決める】

緊急地主速報は聞に合つ亡も けが人 1 (以剣さ不足) 山花を専門家に監査してし、ただく。

カでるのではなし功。 ill近喝。fk検バし、決めていない。

'，~ 1 長呼に回して、実際に凶社しているか| スタップの中には朝事務所に掃を出さ| ・行き先掲示板に記入してもらう

呼 |どうかのw;':ヲはどうやってやるのか不 I -，r、その主主現J~~行く者もいる。 1 予め地震時の社以行動 e 安否連絡民務

安，，(残業者の例主主ゴ4暗号b務刊場の交代| タイムカードを使つどおらt'， I村人間|を定め周知する。

吋の確認〉

1長 | 産物斗~入り可否判断

災

嗣

時間を怖芯デる方法がない。(氾 iデータ

は屋外では使い難い、 ilJくには使えない)

判断L基準未整翁 | 当該伎物の建築会者と震災後の危険度

応忽危険度判定士の派遣制度があるが |判定の箇定令締浦固

被災住民，"'優先か 1 什"p..l(こ越え表土なとの専門エンジエアの

査 確保

在 | 復旧安れを集めるこ M 、できるかり | 故災地に住んでいる人が 自宅iが昨ιl 中部回以外からの複問要員体制の確立

18 1 にあった結合、会社の復旧昨としてくる| 復旧斐員選山にあたっては 会往まで

ことができない。附'"要員の多故は中部 lの航融 自宅の耐震状況も考凪

聞に缶住)

啓 ! 怯員の防災窓諭芯起が困 企業安としての教育 訓練が不足 | 仕員教育休系(職能教育等〉に当該要

葉 人的物的な波災状況が組伶できない， 1件を組み込む悶

金子十及び事業所単位で災害持l失コスト

を州缶、対東コスト算定に基づき計商を

策定 コト古住

従業員の安否や被災情報を確実に入手するための方法は

何か、安否が確認されなかった場合に実際に救援活動が行

われるマニュアルになっているのか、などの問題について

検討した。地震発生から安否情報受け入れ、その情報の活

用先などについてフローを作成した結果を図2に示す。利

用マニュアルのポイント(問題、注意点)について事例を

持ち寄ってまとめた結果の一部を表4に示す。

安否確認フロー

(会社屈辺での地震平日)

図2 平日における安否確認の流れ
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表4 マニュアル化のポイント

ポイント 考慮すべきこと、視点

① 被害有無の判断基準 パ被害の有無」をまず判断
部署、設備単位でのチェックリスト

② 被害状況別の行動基準 。人的被害、物的被害への対応
(退避行動、二次災害防止、救助など)

③ 対策本部の設置基準① @少なくとも誰の判断で設置するのかについては
明確な基準が必要(不在日寺の代行含む)

@本部設置場所(複数の候補が必要)
-本部設置時の必要品チェックリスト

④ 安否の確認 @構外の人には「本社で震度 5以上j など登録の
タイミングを明石在に

⑤ 避難場所の事前周知 @避難場所の事前周知(表不、訓練など)
@点呼(安否確認)、及び報告の手順

⑥ 安否確認の手段 。基本を決めて複数手段を併用が望ましい
-予算が許せばパッケージシステムが有利か
@タイムラグも懸念されるものの、メールも確実
-個人メールは変更管理が必要
-社外の場合の安否確認登録基準が必要

⑦ 行動指針 @あらかじめ考えられる行動について取り上げ
指示を想定しておくとよい

。操業停止、被害状況の確認、救護、帰宅指示
ポイント 考慮すべきこと、視点

③ 会社の被害確認 。誰がどのレベルで、確認を行うかの基準
「被害の有無」を判断するためのチェックリスト

⑨ 対策本部の設置基準② -第 1候補NGの場合、第 2以降に決定する手段
-対策本部員は誰か

⑩ 安否確認の基準(休日)箇誰に対して実施するか
-防災要員を優先確認

⑪ 確認すべき項目 -最初は必要最小限
*本人、家族の状況
*現在の位置情報
*出社可否

⑫ 安否を登録する基準 @具体的な数値 (例本社で震度 5以上など)
⑬ 社員の位置情報 住所データ等を事前に把握し、地図上にプロット

(位置関係の明確化)

0企業防災と地域連携分科会

企業の事業継続を目的としたBCP策定が叫ばれている。しかし、企業の早期事業再開だけが地域に先駆けて

図られれば良いというわけではない。企業の社員・家族は一方では地域の住民であり、したがって企業もまた地

域の住民である。過去の被災経験から、地域の被災状況によっては、地域が企業に対して何らかの支援を期待し

ていることは良く知られている。分科会では、企業が普段から地域とどのようなコミュニケーションを図ってい

るか、また災害時の準備対応はどのようになっているのかをアンケート調査し、今後の企業と地域との連携のあ

り方についてまとめた。

アンケートはあいぼう会に参加する企業 26社、 31事業所から回答を得た。アンケート用紙はコミュにケー

ション力、人的貢献力、施設貢献力、物的貢献力、情報貢献力についてそれぞれ 3~ 1 3の項目について質問項

目が設定されている。得られた結果を図 3~7 に示す。
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①交通当番

②周辺清掃

③子ども II 0番

④企業防犯

⑤定期懇談会

⑥町内間参画

⑦寄付

⑧イベント開催

⑨イベント参加

⑬行政防災連携

⑪防災啓発

⑫防災協定

0出

①住民救助，救護

②自衛消防隊

③避難誘導

④応急復旧

⑤災害ボランティア

三羽

0出

20目 40% 60% 80帖 100弘

圏実施・活動中 トー一一一一一
トー一一一一一

回計画 E 検討中
ト一一一一一一;{.::] 
ト一一一一一一口計画。険討なレ

本記将司

主 ~;;;;%%{j

醸麹器棚灘蕗援鍾鰻錦繍麓覆饗穣瀦欝欝灘離職議持制 | 

韓議題総括筏淵 | 

欝巌癒お話説話話挺認お訴訟捌 | 

ーム一一一一一一一一一一一」一…一一一一一一ム一一一一---_j

図3 コミュニケーション力

20出 40目

図4 人的貢献力
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関実施・活動中

回計画・様討中

口計画・検討なし



0出

①一時避難所提供

②救護所提供

③駐車場提供

④集結場所提供

0弘

①備蓄品供出

②救援物資貸出

③自社商品提供

④復旧重機提供

⑤ライフライン支援

⑥義援金

0日

①地震情報伝達

②安否情報提供

20出 40% 60目 80出

図 5 施設貢献力

20% 40出 60拍 80弘

盆盤主盤盤盆主忌霊法鐙鑑控室盗1

:;::;} 手:.J

主活掠i

持お自子品~B~ど刻

{~í王 (}訟桜お総治指紋デ|

♂間夜混在持活字予:%%;::~

図 6 物的貢献力

20目 40出

図7 情報貢献力
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盟実施・活動中

回計画・横討中

口計画・検討なレ

60% 

圏実施・活動中

国計画。検討中

日計画。検討なし

80首

10日目

10日目

ト一一

ト一一

ト一一

100出


